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＜導入＞      

出欠点呼 

   

本時の説明 

 

   

 

○集合  6グループ 

 

○本時の学習内容を把握し，課題を確認する 

○最近頻発している自然災害や交通事故などに

際し，いつ救命活動に関わらなければならない

事態に遭遇するか分からない。一刻を争う救命

活動の意義を前回学習した。今回は心肺蘇生訓

練用人形を使用して実習を行い，正しい方法・

手順で救命活動に参加できるようになろう。 

 

・グループ分けして

おく。（1グルー

プ6～7人） 

 

・課題の確認ができ

ているか。 

 

 

 

心肺蘇生法とAED

の使い方の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○心肺蘇生法とAEDの使い方をおさえる。 

心肺蘇生訓練用人形とAEDトレーナーを使用

しながら手順を確認する。 

 

心肺蘇生法の手順 

「人が倒れています」 

1. 周囲の観察 

二次災害を防ぐため，まず周囲の安全を確認す

る。 

→「危険なし」 

2. 全身の観察 

傷病者の全身を確認する。 

→「大出血等なし」 

3. 反応の確認 

意識の有無を確認する（肩を叩きながら，耳元

で「もしもし大丈夫ですか」と大声で呼びかけ

る。） 

→「反応なし」 

4. 救援の依頼 

「誰か来てください」 

「あなたは119番通報をお願いします」 

「あなたはAEDを持ってきてください」 

119番通報とAEDを持ってくるように依頼。極力

まわりの人を巻き込む。 

 

5. 呼吸の観察 

傷病者を仰向けに寝かせ，胸と腹部の動きを見

 

・理解しようとして

いるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て，呼吸が正常かどうかを10秒以上かけずに観

察する。呼吸していれば回復体位をとる。判別

不能，不自然な呼吸，または10秒以内に確認で

きなければ「呼吸なし」として扱う。不自然な

呼吸，例えばしゃくりあげるようなゆっくりと

した不規則な呼吸は「死戦期呼吸」といい，心

停止（心室細動）直後数分の間に約半数の人に

起きる。呼吸なしとして扱い，すぐに胸骨圧迫

をする。 

→「普段通りの呼吸なし」 

6.  胸骨圧迫 

心停止した人の胸の心臓のあたりを両手で圧迫

して血液の循環を促す。胸骨の下半分，胸の真

ん中に手のひらのつけ根を置き両手を重ね，重

ねた手の指を組み圧迫する。垂直に体重が加わ

るように両肘をまっすぐ伸ばし，100〜120回/分

の速さで，胸が約5cm沈みこむ程度に圧迫を繰り

返す。押したらしっかりと胸を元に戻す。訓練

を受けていない救助者はAED，または救急隊到

着まで胸骨圧迫だけを続ける。 

7. 気道確保 

訓練を受けていない市民救助者は行わなくてよ

い。訓練を受け，自信のある市民救助者の場合

は，仰向けに寝かせた状態で片方の手で額を押

さえながら，もう片方の人差し指と中指であご

の先端の硬い部分に当てて持ち上げる。口の中

に異物があれば除去する。 

8. 人工呼吸 

訓練を受けていない市民救助者は行わなくてよ

い。訓練を受け，自信のある市民救助者の場合

は，鼻をつまみ胸が上がるのが見てわかる程度

におよそ1秒かけて息を吹き込む。口を離し，傷

病者の息が自然に出るのを待つ。この際，感染

病防止の観点から専用のポケットマスク等を傷

病者の口に取り付ける。人工呼吸を行う間隔は

胸骨圧迫30回毎に2回が目安。ただしこのための

胸骨圧迫の中断は10秒以内とする。 

9. AEDによる除細動 

AEDが到着したら使用する。体が濡れていれば

拭き取る。それ以外の手順はAEDの音声ガイダ

ンスに従う。傷病者の胸をはだけ，電極パッド

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループに分かれ

て実習 

 

 

 

 

 

 

 

心肺







実践上の留意点 

１．授業説明                          

 心肺蘇生法の意義と原理を 1 時間学習した後の実習だ 

ったため，生徒は実習の必要性を理解し積極的に活動す

ることができた。また，6~7 人のグループに分かれての実

習は，お互い観察し，確認しあいながらでき有効である。    

今回は各グループに 1 人教員がつき，活動を見守りな

がら，適宜助言することができたため学習効果が高まっ

たが，今後の実習においても多くの教員で関われるよう

に態勢を整える必要がある。             

それから，心肺蘇生訓練用人形 7 体を広島大学歯学部

から借用して行ったが，来年度以降人形の数を増やすこ

とができたら，各グループの人数が減りそれぞれの実習

時間が増える。心肺蘇生法の実習の意義を考えると，より

効果を高めるためのハード面の充実が望まれる。                   

 最後に，1 時間内に心肺蘇生法の一連の流れの説明と実

習を入れようとすると，説明がかけ足になり生徒の理解

がついていかない状況もあったため，要所をおさえた丁

寧な指導が必要である。 

 

２．研究協議より   

・今回の実習は，AED の使用や心肺蘇生法について身近

に考える機会になっている。しかし，実習の様子を見る

と，手順は理解しているが，実際やってみるとできていな

かったり，人形をまたぐ，自分が胸骨圧迫しやすいように

人形を動かして向きを変えるといった人として取り扱い

ができてなかったりと課題は多い。実習の時間を 1 時間だ

けでなく 2～3 時間確保して深く実習できたら，あいまい

な状況を改善でき，積極的に関与しようとする姿勢を養え

るのではないか。 

・傷病者の人権にも配慮するということに関して，SNS に

あげない，女性の傷病者については，見えないように人垣

をつくり周囲の協力を得て処置を進めていくなど，緊急

な時ほど冷静な判断が必要であるというおさえがあると

よかった。     

・心肺蘇生法の実習の頻度や時期について考える必要が

あるのではないか。避難訓練の頻度で，1 学期だけでなく

定期的にした方がいいのではないか。時期的には難しい

かもしれないが夏休み前にもできたらいい。そして，頻度 

を増やした場合，保健の授業だけでは時間的にも難しいた 

め特活や LHR を利用することも考えていくべきである。      実習の様子 




